
今年は？今年も？厳しい花粉症のお悩み
2月下旬から憂うつな日々を過ごして見える方が

多いのではないでしょうか。

昨年夏の東海地区は気温高く、日照時間長く、

花芽の成長に最適だったため、

今年の花粉は前年比2.4倍！とのこと。

晴れているのに、時々景色がかすんで見える

のは花粉たちが多すぎるせい・・・？

仕事中に鼻をかむことができず苦しい、鼻をかみすぎてヒリヒリ痛い、目がかゆい、など集中しづらい日々が続きます。

車の運転にも気をつけてくださいね。

「自分と夢の距離を決めるのは自分」 早稲田大学3年生

南谷　真鈴

昨年7月に日本人最年少、世界七大陸最高峰登頂を達成し、この4月に

世界で約50名しか成し遂げていない偉業「探検家グランドスラム（世界七大陸最高峰、

北極点、南極点制覇）を世界最年少20歳で達成した。

「幼い頃から環境に恵まれていたんだろう」「スポンサー援助があったからだ」と

ネガティブな意見も時に聞かれるが、同じ条件・環境があったら世界中の人間が、

私が、あなたが達成できるのだろうか。環境はあくまでも前提でしかない。

「熱意と行動力があればかなわない夢はない」

「大変であればあるほど、『目標に近づいている』と実感できる」

生活で、仕事で見えない壁にぶつかった時につぶやきたい言葉。

淺井　大地 　所属：かつや　155号線津島店　店長

自分の芯：「楽しく生きていたいから、真剣に考えてみるんです」

小学4年生時、実習ワタナベ先生が一人ずつくれたメッセージカードにあった言葉。

不器用な先生のギャップのある行動と自分を捉えた言葉が芯に刺さったよう。

「ひねくれ者」「あまのじゃく」と自分を評して、飄々（ひょうひょう）と事を進める姿は

最初は勘違いされるも、ある時、その熱さ（暑苦しさ？）に気づき、その深さを知り

共に働きたくさせる。

知ったときからやめられないものは「甘いもの」「ガンダム」「聖飢魔Ⅱ」。

「これ！」と決めたらいつまでもどこまでも求めていく、西へ東へ。

聖飢魔Ⅱメイクして東京・解散ミサ（ライブ）3日間とか

抹茶パフェだけに京都老舗に日帰りとか、お台場・巨大ガンダム追っかけとか。
楽しむためには「上質な本質」を真剣に見抜いて、続けることを惜しまない。
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旬話

生きる資産

きらり言の葉

世の中や社内で見つけた旬の話題を取り上げていきます。

「人材＝人財（産）」と言われて久しいですが、当社ではそれどころか

「会社の資産」です。会社が人をつくるのではなく、人の集合体が会社。

三油を構成している「資産」を紹介していきます。

言葉は時に人を傷つけ、時に励ます目に見えない道具です。

みなさんの生活の中でキラリと役立つ、勇気づける言葉を紹介します。


